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市民福祉委員会会議録 

１．開催年月日 

   令和２年３月６日   開会 ９時５８分  閉会 １２時２３分 

２．開催場所 

   委員会室 

３．出席委員名 

   簀 戸 利 昭   柳 原 英 子   西 村 慎次郎   惣 台 己 吉 

   藤 原 浩 司   三 輪 順 治   大 滝 文 則 

４．欠席委員名 

   なし 

５．その他の会議出席者 

  （１）議 長     坊 野 公 治 

  （２）説明員 

副  市  長  猪 原 愼太郎 市民生活部長   佐 藤 和 也

健康福祉部長  山 田 正 人 病院事務部長  田 平 雅 裕 

市民生活部次長   井 口 勝 志 健康福祉部次長  沖 津 幸 弘 

病院事務次長  一 安 直 人 健康福祉部参与  和 田 広 志 

 健康福祉部参与   三 宅 早 苗  子育て支援課長  岡 崎 祐 一

 協働推進課長   川 上 益 史 環 境 課 長  谷   みち子 

 健康福祉部参事  原 田 恒 司 甲南保育園長  阪 谷 佳 美

 芳井保育園長  三 宅 弘 美 偕 楽 園 長  竹 井 博 範

 芳 井 支 所 長  岡 田 光 雄 美 星 支 所 長  川 上 邦 和 

福祉課長補佐  片 山 恭 一 戸籍住民係長  岩 本 陽 子 

総務課長補佐  伊 藤 圭 史 

  （３）事務局職員 

事 務 局 長  宮   良 人 事 務 局 次 長  藤 原 靖 和 

主     任  多 賀 大 祐 
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６．傍聴者 

  （１）議 員   妹尾文彦、多賀信祥、山下憲雄、三宅文雄、西田久志、宮地俊則、

佐藤 豊

  （２）一 般   ０名 

  （３）報 道   １名 

７．発言の概要

委員長（簀戸利昭君）  皆さんおはようございます。 

 ただいまから市民福祉委員会を開会いたします。 

 初めに、副市長のごあいさつをお願いします。 

副市長（猪原愼太郎君）  皆さんおはようございます。 

 本日の市民福祉委員会の所管事務調査でも取り上げていただいておりますけれども、新型

コロナウイルス感染症につきまして、大変心配をしているところでございます。先月２７日

に、政府から小学校・中学校・高等学校の休校が要請をされたところでございます。本市に

おきましては、今週の月曜日から市内の中学校それから市立高校の休校を決定をしたところ

でございます。小学校につきましては、共働き家庭への配慮の観点、また子供の居場所の観

点から休校はせず、通常どおり授業を行っているところでございます。今のところこれとい

った混乱は起きていないというふうに聞いているところでございます。しかしながら、状況

は改善をされておりません。いつ何どき感染者が発生するかもわからないといった状況でご

ざいます。先日も山口県で感染者が発見されたということでございますので、いつ何どきそ

ういった状況になるかわからないということでございます。岡山県内、もしくは広島県内で

感染者が発生した場合は、休校もやむなしというふうに思っております。常に危機感を持ち

まして、しっかりと決定をしていきたいと思っているところでございます。 

 そういった中、本日は市民福祉委員会を開催をいただきました。皆様方におかれまして

は、何かとご多用の中をお繰り合わせご出席をいただきました。まことにありがとうござい

ます。 

 この委員会に付託されております案件でございますが、条例案件が３件、その他所管事務

調査の調査事項が１件ということでございます。皆様方におかれましては、慎重にご審議を

いただきますようよろしくお願いをいたします。 

 なお、お手元に２月市議会定例会報告事項をお配りをしております。後ほどお目通しのほ

うよろしくお願いいたします。 
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 本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

〈議長あいさつ〉 

〈議案第１７号 井原市特別会計条例の一部を改正する条例について〉 

〈なし〉 

〈討論〉 

〈なし〉 

〈採決 原案可決〉 

〈議案第１８号 井原市印鑑条例の一部を改正する条例について〉 

〈なし〉 

〈討論〉 

〈なし〉 

〈採決 原案可決〉 

〈議案第１９号 井原市養護老人ホーム設置条例の一部を改正する条例について〉 

委員（三輪順治君）  本件につきましては公募をされましたが、結果として１法人のみの

応募になったと。それはやむを得ない事情があると思いますけれども、そこから先に関連し

て、４つほど質問します。 

 まず１点目は、総合評価ということで、当然公募をされた１社であったとしても、井原市

がどういう状況につけて、どういう基準に合格して、そして指定管理をするに至ったかとい

うのは、総合的に見てどういう観点からでございましょうか。その際、どういうメンバーで
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選考をされたのかということをあわせてお聞かせ願いたいと思います。 

 ２点目は、４月１日から指定管理に移行ということでありますから、極端に言えば、３月

３１日までは市の直営、４月１日から指定管理ということで、ごろっと変わるわけです、世

界が変わるといいますか。そうなると、当然予想される大きな懸案の一つに、処遇にしても

何にしても、入っていらっしゃる方のあるいは施設環境等の関係での円滑な移行が求められ

ると思います。給食にしてもそうです。そこらあたり、事務の移行に関して今ご配慮いただ

いている点について、ポイントをちょっと教えていただきたいと思います。 

 ３点目は、現行の職員が何名かいらっしゃいます。常勤の方も含めて、非常勤の方や嘱託

の方もいらっしゃると思いますが、その処遇について、現段階でわかる範囲、言える範囲で

結構ですから、教えていただきたいと思います。 

 それから４点目は、協定の中身に深くは入りませんが、一つ問題なのは、指定管理にしま

すと、例えば物が壊れたとか、あるいはここを直さないといけないとか、ぐあいが悪いとい

うことで、恐らく維持・修繕等で、市がやるのか指定管理がやるのかという分岐点があると

思うんですが、目安としてどういうふうなお考えを持っていらっしゃるのか。合わせて４点

よろしくお願いしたいと思います。 

偕楽園長（竹井博範君）  第１点目の指定管理の選定に当たっての委員会のメンバーです

が、副市長以下８名の委員さんで、内部委員が４名、外部から４名の委員さんで選定委員会

を構成しております。それから、選定に当たっての基準ですが、１点目が、住民の平等な利

用の確保が図られるものであること。２点目が、公の施設の効用を最大限に発揮するもので

あり、市民サービスの向上を図ることができるものであること。３点目が、公の施設の管理

を安定して行う人員、資産、その他の経営の規模及び能力を有するものであること。４点目

が、公の施設の利用を促進し、管理経費の縮減が図られるものであることの視点から選定さ

れておられます。 

 ２点目の、指定管理に対する円滑な移行ということですが、今後引き継ぎを行うこととと

もに、社会福祉法人恭和会さんのほうでも円滑な移行ができるようにということで、次の職

員の処遇にも関係するのですが、現在偕楽園のほうに入所者の処遇のために嘱託職員が４名

おられます。その職員と、今は退職されておられます元支援員等についても面接が行われ、

円滑な移行ができるようにということで、恭和会のほうで４名継続雇用をされることとなっ

ております。 

 ３点目の職員の処遇ですが、現在偕楽園のほうでは、市の職員５名のほかに嘱託職員が５

名、それから臨時職員が３名で業務を行っておりますが、嘱託職員のうち支援員１名は雇用

を希望されない方がおられますので、４名の方については恭和会のほうへ継続雇用されると
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いうことです。それから、臨時職員は調理員でございますが、１名の方は、４月からの雇用

を希望されないということで、あと２名の方ですが、１名は再就職先が決まっております。

あと１名未定ですが、今後も求人情報等の提供に努めていきたいと考えております。 

 ４点目の協定の中での維持・修繕に係るものですが、協定書については現在恭和会と協議

中ですので、その中で決めていくようになりますので、もうしばらくお待ちいただきたいと

思います。 

委員（三輪順治君）  ありがとうございました。もう日にちがほとんどない中で、入所者

の方はそう違和感がないにしても、現場の方のスムーズな引き継ぎがうまくいきますように

期待をしておりますし、また、今お聞きすると４月１日から、実際の現場の方は４人残られ

るということなんで、全く新しい方よりも、引き続き多くの方が処遇等の関係で現場の一線

で働かれるというのを聞いて、安堵しました。 

 あと調理の関係なんですが、ちょっと心配しますけれども、毎日の朝昼晩のこと、あるい

はおやつのこともありましょうから、円滑な移行業務、スムーズな連携をお願いしたいと思

っております。 

 それから、聞き漏らしたんですが、市の職員が５名いらっしゃるということなんですが、

この５名については何もおっしゃらなかったんですが、当然市の職員という身分を有した者

が４月１日以降、うまく各職場に散らばっていただいて、今までの職能とそれから新しく学

んだ知識で新しい職場につかれ、お仕事へ邁進されるということを確認させていただきたい

んですが、どうでしょうか。 

副市長（猪原愼太郎君）  市の職員５名の処遇ということでございますけれども、まだそ

の人事配置は具体的なものは決まっておりませんけれども、３月末で解雇といったことは当

然ございませんし、その職員の適性に応じて適正な人事配置をしたいと思っております。 

委員（三輪順治君）  よろしくお願いします。 

 それから、続きまして、協定はこれから相手方と交渉に入るのは当たり前なんですけど

も、一般論的にこういう指定管理で問題になるのは、故意か過失かわかりませんけれども、

物が壊れたとかあるいは自然災害とかいろんなことで、修理を市がするのか、指定管理がす

るのかということで、今協議中ということですが、今までの施設、二、三十カ所の指定管理

がありますけども、基本的にはその線に乗ってやられるという理解でよろしいんでしょう

か。 

健康福祉部長（山田正人君）  設備それから備品等の故障あるいは経年劣化によるリスク

負担のことをおっしゃられているんだと思いますけど、現在井原市が指定管理に出している

施設、これをベースに、今相手方にお示しをしておる段階でございます。 
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委員（三輪順治君）  わかりました、ありがとうございます。 

委員（大滝文則君）  その他必要な職員を置くことができるという項、この想定というの

は、市から職員を派遣するというようなニュアンスでしょうか。 

健康福祉部長（山田正人君）  このたびの改正でございますが、職員の必置規定から、で

きる規定に改正しております。これは現在、指定管理に出している市の公の施設の設置条例

等に準拠して改正したわけでございますが、その他職員といいますのは、例えば地方自治法

第２４４条の２第１１項でございますが、指定管理者による管理を継続することが適当でな

いと認めるときは、その指定を取り消し、または期間を定めて管理の業務の全部または一部

の停止を命ずることができるとされております。このことから、例えば偕楽園において入所

者への食事の提供で指定管理者に何らかの大きな瑕疵があった場合には、その給食業務につ

いて一時停止を命じることになります。そうした場合、その停止を命じた期間は、市の直営

で実施することになります。したがいまして、そういった場合には調理員あるいは管理栄養

士を配置するということになろうかと思います。 

委員（大滝文則君）  ということは、現時点でその職員を配置するというようなことでは

ないということで理解すればいいですか。 

健康福祉部長（山田正人君）  はい、そのとおりでございます。 

委員（大滝文則君）  もしもそういう事態が発生した場合、その部分の費用を市が持つわ

けですから、そのときの指定管理料についての取り決めもこれから協議するということで理

解すればいいですか。 

健康福祉部長（山田正人君）  あってはならないことですけど、そういうことがあった場

合には、指定管理者との協議が必要だろうと思います。 

委員（大滝文則君）  わかりました。 

委員（藤原浩司君）  偕楽園はここで指定管理されるわけですけど、これまで市が直営で

やってこられましたが、その収支はプラスであったかマイナスであったか、そのあたりはど

うだったんでしょうか。 

健康福祉部長（山田正人君）  これまでの収支ということで、まず歳出でございますが、

１億１，０００万円余りの歳出がございます。それに対して、入所者の負担金あるいは市外

からの入所者のその市町からの措置費を合わせますと、３，２００万円。したがいまして、

７，０００万円余りが一般財源で経費を賄っていたということになります。 

委員（藤原浩司君）  要は７，０００万円弱の赤字を補填してこられたと。それがこのま

まずっと続けばどんどんどんどん膨らんでいくのかどうかというのは未定なことですけど、

それを踏まえた上で指定管理をされたと、プロにもう任せたというふうな理解でよろしいで
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すか。 

健康福祉部長（山田正人君）  指定管理に出す理由としては、やはり民間の活力を活用す

ること、それから経費を削減することということの大きな２点がございます。経費削減とい

うことで見れば、今年度の養護老人ホーム偕楽園の管理運営費の予算額が１億１，２００万

円。このたび令和２年度の指定管理料では、８，６２５万円。ということは、差し引き約

２，６００万円の財源といいますか、経費の削減が図れるということになります。 

委員（藤原浩司君）  わかりました。指定管理するということはそういうところに理由が

あるんだろうと思ったんですけど、今のこの指定管理を受けられるところのプレゼンがあっ

たとは思うんですけど、１社しかなかったんですけど、そのプレゼンの中には、その指定管

理をされる社会福祉法人のやる気というか、前に進めていく、利益を出せるよというような

プレゼンがあったんだとは思うんですけど、ここにかかわった８人の方がプレゼンテーショ

ンとか聞かれて、選定委員会でやられたと思うんですけど、指定管理を受けられる法人は、

このぐらいのことなら管理運営はできるよというように自信を持って言われたのか、言われ

なかったのか。自信があるから受けられたんだと思うんですけど、その辺はどのような回答

というかプレゼンがあったんでしょうか。 

健康福祉部長（山田正人君）  社会福祉法人恭和会さんに受けていただいたわけですけ

ど、理事長さん以下、とにかく井原市に貢献したいんだということを強くおっしゃっておら

れました。現在、隣接しているところにケアハウスなり特養を運営されています。そうした

中で、井原市内における高齢者福祉でしっかり貢献したいという強い思いを持っておられま

した。 

委員（藤原浩司君）  何分にしても、人を守っていく施設でございますので、今後監査と

いいますか、先ほども言われたように、給食に何かあったら一時停止をして、職員を直営で

派遣されるというようなこともありましたけど、本当に大切な、お年をとられた方がずっと

過ごされる場所ですので、幾ら指定管理といっても、よく管理運営を見ていただいて、今後

進めていただきますようにお願いいたしまして私の質問は終わります。 

委員（三輪順治君）  この施設の指導監督権限者は県でしょうか。 

偕楽園長（竹井博範君）  施設の指導監督は県のほうになります。 

〈なし〉 

〈討論〉 
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〈なし〉 

〈採決 原案可決〉 

委員長（簀戸利昭君）  以上で議案の審査は終了いたしました。 

 なお、委員会報告書の作成につきましては、委員長にご一任願いたいと思います。 

〈異議なし〉 

〈所管事務に関する執行部からの報告〉 

〈井原市国民健康保険税条例の税率について〉 

委員（三輪順治君）  そういう報告を受けて安堵いたしますというのがまず１点。私も岡

山でありました会議で令和２年、令和３年は据え置かれるということが決まりましたので、

高齢者にとっては大変喜ばしい情報だと思います。ただ、先ほど市民生活部次長もおっしゃ

ったようにいろんな変動がありますから、これから課税標準税率が上がった場合にどうする

かというのは、取り崩しを含めてやられるということなんですが、それでその関連で２点ほ

どご質問します。 

 今、国民健康保険税の税目要素、所得割とか均等割とか、それは要素ごとに井原市の現状

です。県へいっておりますけども、保険者は。井原市の考え方が多分底辺にまだあると思い

ます。それが残っていれば、それをちょっとお知らせください。 

 もう一つ。繰越財源としての基金額の残高が、わかる時点で結構です。一番直近でどのぐ

らい残っているのか、２点お願いします。 

市民生活部次長（井口勝志君）  まず、市における保険税をどういうふうに算定をしてい

るかということなんですけれども、いわゆる３方式といいますか、１つは所得割率、それか

ら２つ目は被保険者の均等割額、それから３つ目が世帯別の平等割額、この３つを基準とし

まして、それぞれ医療分、後期高齢者の支援金分、介護分というふうに、それぞれで率を設

定してお願いすることとしております。 

 それから、２つ目の基金の状況についてなんですが、井原市では国保の基金は持っており

ません。現在、繰越金という形で、１２月議会のときにペーパーで報告をさせていただいた

んですけれども、平成３０年度末の残では３億８，０００万円程度、それが今年度末の予

測、その時点では繰越金を充用する部分がありますので７，１００万円ぐらいは減るのでは
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ないかなという見込みでございまして、年度末では３億円程度かなという見込みでございま

す。 

委員（三輪順治君）  ありがとうございました。従来からちょっと疑問なんですが、県が

示すと思われるものと、現在の井原市の３つのその課税方式、いわゆる所得割と均等割と世

帯平等割ですか。これは県内でもちょっと異質じゃないかと思うんです。普通は所得割と均

等割だと思われるんですが。それで、岡山県が標準税率を出したときに、井原市はその３つ

の構造は変えずに徴収をしていくのか、それとも県内２７市町村がほぼとられているような

方式になじませるのか。今方針を聞いてもいけませんけども、いずれあると思いますが、今

のお考えで行くと現行の体制を維持したいということで理解してよろしいんでしょうか。 

市民生活部次長（井口勝志君）  お答えの前に、先ほどの答弁の訂正をさせていただきた

いことがあります。 

 基金は持っておりませんと申したんですが、基金の制度自体はございます。基金の残高が

ゼロということでございます。失礼いたしました。 

 それから、今ご質問いただいた件なんですけれども、この３方式といいますのは、県下２

７市町村の中で、井原市を含めて２３市町村がこの３方式をとっておりまして、あとの４市

町につきましては４方式ということで、固定資産税割を加えたものでされている状況でござ

います。これが将来、県下的にどうしていくかということにつきましては、現在のところは

わからないですが、井原市としましては、この３方式で継続を考えているところでございま

す。 

委員（三輪順治君）  私の理解不足で大変ご無礼いたしました。ほとんどの市町村が３方

式であるということでございます。そうすると、税率が変わった場合にどういった変え方を

するかというのは、保険者である岡山県のご指導の中で、井原市の議論を経て決めていくで

しょうけれども、基本的には同じぐらいの構造であるというふうに理解いたしました。結

局、現在いわゆる繰越額が井原市分３億円あるということでございますが、介護保険の計画

の見直しが入っておると思いますけれども、これは今回は税率を上げないのでもう余り関係

ないんですが、前回改定の際に幾ら取り崩したんですか。お金を上げなくてもいいよと、し

かし崩したお金があると思います。どれぐらい崩されたんですか。 

市民生活部次長（井口勝志君）  今年度なんですけれども、令和元年度は繰越金のうち、

予算では９，０００万円を充当するという予定としておりました。 

〈なし〉 
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委員長（簀戸利昭君）  本件については終わります。 

〈井笠広域一般廃棄物埋立処分場整備工事進捗状況について〉 

委員（三輪順治君）  所管が西部衛生施設組合議会ですから、この場では多くは質問がで

きませんが、ご存じであれば参考までにお知らせいただきたいんですが、これを整備すると

きに、井原市に対して最終処分場の受け皿として示されたときに、たしか４条件か５条件、

条件といいますか申し合わせというんですか、それがあったように思いますが、この場がふ

さわしいかどうかわかりませんが、もし関連すれば、地元の同意が得られているわけでござ

いますから、どういったものが条件でつけられているのかというのをお知らせいただきたい

というのが１点。 

 もう一つは、これも井笠広域でやられますから、事業母体が違いますから、多分その委託

契約のあり方が、多分そちらのほうで話しをされますが、一般論として車両が１日に何台か

入ってきます。その大きさはわかりませんけども、例えば一般車道で事故があったときに、

誰がどういう形で補償をするのか。運営母体もわかっていないですから言われませんが、交

通量そのものも、そんなに頻繁には来ないとは思いますけれども、そういう点がもしわかれ

ば、私は必ずこの場で聞かないといけないということじゃないんですけど、おわかりになれ

ば、委員長の許可があればご発言をお願いしたいと思います。 

環境課長（谷みち子君）  先ほどのご質問ですが、まず１点目は建設同意に当たっての要

望事項に対する何らかの措置ということでよろしいでしょうか。 

委員（三輪順治君）  私が思っているイメージと同じものならいいんですが、要するに井

原市が受けるときに他の２市２町に提示したような案件・条件もしくはこうしないとだめだ

という、排他的なものを含めて何か提示されたように記憶があるんですが、それをお願いし

たい。 

環境課長（谷みち子君）  大変失礼いたしました。井原市が受けるときに確約書を交わし

ております。管内の３市２町で確約書を交わしております。その１点目が、最終処分場は１

５年間使うということです。その後の最終処分場は、構成市町の中で持ち回りとして１５年

以上は使わないということが１点目。それから２点目は、次に建設される焼却施設につきま

しては、井原市以外から候補地を選定するということです。それから、最後の３点目が、最

終処分場を受けるに当たって、地元に対する地元振興の負担金として５億円を限度に地元要

望にある整備をするというようなことになっております。 

 それから、２点目の通行車両は、最終処分場に入るものですけれども、こちらは今管内で
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は２カ所ある焼却施設からの焼却灰と不燃物、不燃物はリサイクルできるものはとりまし

て、それを小さく細かく破砕した不燃物残渣を、今建設しています最終処分場に持っていく

ようになります。通行車両について、西部衛生施設組合からは、４トン車で１日６台程度と

いうふうに聞いております。また、事故等がありましたら、組合が委託している契約内容で

どこが責任を負うというようなことは決まるのだと考えています。 

委員（三輪順治君）  ３点の合意の基本はわかりました。関連して、３市２町と覚書はい

つ交わされましたか。 

環境課長（谷みち子君）  ３市２町で交わした確約書ですが、平成２７年１月１５日とな

っております。 

委員（大滝文則君）  先ほどちょっと出ていましたけども、この件につきまして高屋地区

からのいろんな要望があったかと思うんですけども、現時点での対応とか進捗状況につい

て、わかる範囲で結構ですからよろしくお願いします。 

環境課長（谷みち子君）  高屋地区からの要望に対する整備の進捗状況ですが、県道、市

道の整備をするというものと、それから高屋中北公民館の整備、吉谷公園の整備、地域活動

支援というふうに大きく分けて要望事項がありまして、それに対する整備状況でございます

が、市道に対しましては、石谷大仏線の改良工事を行っております。それから、県道七曲井

原線に対しましては、県に要望を行っているような状況ですが、今は石谷大仏線へ入る箇所

について設計を行っている状況というふうに聞いております。要望箇所が４カ所あります

が、そのうちの１カ所の測量設計を行っているというふうに聞いております。あと、高屋中

北公民館に関しましては、要望事項としてはもう終了しています。それから、吉谷公園は来

年度、遊具などの入れかえを行うということで予定しております。地域活動支援につきまし

ても現在行っている状況です。 

委員（大滝文則君）  大変な事業なので、地元の方の要望についてはできる限り応えられ

るような支援を市のほうからもしっかりしていただきたいと思います。 

〈なし〉 

委員長（簀戸利昭君）  本件については終わります。 

 以上、所管事務に関する執行部からの報告は終わります。 

市民生活部長（佐藤和也君）  先ほどの環境課長の説明を一部訂正させていただきます。 

 西部衛生施設組合の最終処分場の建設に当たっての本市の条件につきまして、確約書で３

点あるということで説明をさせていただきましたが、もう一度その３点を説明させていただ
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きます。 

 まず１点目は、使用条件が１５年間ということ。それから２点目、今後の最終処分場は組

合市町で持ち回って受け入れるということ。３点目が、今般整備を検討しております焼却施

設、これは井原市以外のところで選定していただくという、この３点でございます。地元要

望につきまして、５億円を上限に対応するというのは、本市が出した条件ではありません

で、地元要望について最大限対応していくという中で、費用負担について５億円を上限とい

うことで一つの目安を定めた、取り決めをしたということでございます。 

〈所管事務調査〉 

委員長（簀戸利昭君）  本日の所管事務調査事項は、新型コロナウイルス等感染症対策に

ついてでございます。 

 このほかに、不測の事態により緊急に所管事務調査事項として追加すべきと思われる提案

がございましたら、ご発言願います。 

委員（藤原浩司君）  緊急といいますか、この新型コロナウイルス感染症のことに関し

て、先般、放課後児童クラブの会合がありまして、そのことの協議の内容でちょっとお伺い

したいことがございますので、もし委員の皆さんのお許しがあればお聞きしたいなと、この

ように思っております。 

委員長（簀戸利昭君）  放課後児童クラブでの協議内容についてということでございます

が、それはこの新型コロナウイルス等感染症対策についての中でお聞きしていただければと

思いますが、よろしいでしょうか。 

委員（藤原浩司君）  はい。 

〈なし〉 

〈新型コロナウイルス等感染症対策について〉 

委員（三輪順治君）  当委員会における所管事務調査事項を検討したのが約１０日前でし

た。ですから、ここまでいろんな状況が変わるとは思っていない中で想定しながら、非常に

厳しい状態だという認識のもとでご質問させていただきまして、お答えにくい点もあったと

思いますけれどもご容赦いただきたいと思います。 

 今、市民はもとより県民、国民も新型コロナウイルス感染症に対して、非常に漠然とした
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不安感を持っています。しかも、国において決められた基本方針を出された後、いろんな動

きがありまして、けさのニュースでもいわゆる検体検査、ＰＣＲというのがきょうから公的

医療機関の保険適用とするという報道がなされましたが、これはけさ７時半の時事通信の情

報です。いろいろ書いてありますが、まだ具体的には進んでいないかもわかりませんが、い

ずれにしても、一般の市民の方でも保険適用で受けられるということはわかったんですけど

も、今のご説明をお聞きする限りにおいては、井原市民がその疑いがあると思われる症状、

例えばさっきおっしゃいましたように熱が３７．５度以上が４日続くとか、あるいは体がだ

るいとか、特に高齢者はそういった状態が２日連続すればとかいろいろありましたが、その

ときに電話するところは、例えば井原市にかけられても、今のご案内いただいた備中保健所

井笠支所のほうに電話が流れるんですか。 

健康福祉部参与（三宅早苗君）  先ほど申し上げた症状がある方につきましては、帰国

者・接触者相談センターにまずお電話をしていただいて、ご相談していただくというような

流れになっております。 

委員（三輪順治君）  たてりはそれでいいと思います。現場の混乱なり医療機関の混乱と

か院内感染を防ぐためにはそれでいいと思いますが、今病院へ行ったときにせきをしている

と、ぱっとこっちを振り向かれるとか、単なる風邪などの症状が非常に疑心暗鬼になってい

るような状況、これはもういたし方ない。全国どこでも起きていると思います。通常の医療

機関もこれから先、新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正を経て今回のコビット１９

が指定されたら、多分いろんな方向で変わってくるかどうかわかりませんけれども、今本当

につらい状況なのは、そういうもうどうしていいかわからない状況に置かれているというの

を何とかしたいという思いで質問させていただいたんですが、幸い今市民病院のほうから、

仮にそうなった場合でも市民病院は逃げないで、専用通路を設け、動線をたがえて、お受け

する体制の準備はしているということをお聞きしたんで安心しました。 

 ところが、実際は今健康福祉部参与がおっしゃったように、県内で４カ所、近隣で福山市

に５カ所ですよね。ベッド数も恐らく限りがあると思います。入院をしないといけないぐら

い重篤な場合でも、そこには限度があるので、これから先どうなるかわからない中で非常に

そういうところが不安なんで、誰がかかるかもわからないという状況を払拭するのは、本当

にもう危機管理の中においても、目に見えないものだけに最大に難しい、想定困難な領域だ

ろうと思います。今は、ある意味市民に安心を与えるような状況じゃありませんが、危機感

を持って日々の生活や諸行動を見直すようにしていただきたいので、今健康福祉部参与がお

っしゃったように、ホームページを私もずっと見ておりますが、大変タイムリーに出されて

います。ぜひ、混乱が起きないように引き続き、お知らせくん等でも周知してあげてくださ
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い。いたずらに心配するなと。ただし、本当に心配がある方がやっぱり中にはいらっしゃる

と思います。だから、そういう方については、例えば電話が保健センターにあった場合に、

はい、そっちへかけてくださいと言うだけじゃなくて、ちょっと一言、二言何らかの温かい

お言葉をかけていただいて、不安を多少払拭してあげて、次へつないでいただけるような運

用上のご配慮はお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

健康福祉部参与（三宅早苗君）  健康医療課のほうでも、この新型コロナウイルス感染症

についてのご相談をもう実際受けております。いろいろなご相談がありますので、一概にす

ぐ保健所さん等を紹介するだけではなく、傾聴をして寄り添うような形でお伺いした後に、

最終的にまたそちらのほうへご案内するようにはなりますけれども、そういった形で職員の

ほうは常に対応のほうはさせていただいております。 

委員（三輪順治君）  よろしくお願いします。特に単身世帯やご夫婦だけの世帯とか身寄

りが少ないとか、いろんな諸事情がそのご家庭にあると思います。ですから、本当に心配さ

れて電話をかけられるわけですから、ひとつご丁寧な対応を引き続きよろしくお願いしたい

と思います。 

 全ての患者を一般医療機関にということは多分難しいと思います。参考までに、今井原市

に医療参与という方がたしか庁内に３人ぐらいいらっしゃると思う。ご質問事項に入ってお

りませんけれども、わかる範囲でいいんですが、まず３人いたかどうか。どこの部署に所属

していて、会合などを持たれたかということと、それから県とのかかわり、市の医師会の理

事や役員やメンバーとの、事前にいろんなことを想定した中で、こうなったらこうしようと

いうような取り決めとか何か打ち合わせなんかをされていますか。そういうのをちょっと確

認したいです。 

健康福祉部参与（三宅早苗君）  医療参与の件につきましては、市では地域医療監が１

名、健康福祉部長がなっております。それから、医療参与につきましては２名おりまして、

健康福祉部の次長が１名、それから市民生活部次長が１名、以上でございます。 

 それから、市の医師会とかの打ち合わせ等につきましては、医師会のほうにたびたび電話

等は行ってはおりますけれども、会合という形では持ってはおりません。 

委員（三輪順治君）  今の段階ではちょっと動きにくいと思います。しかし、５時過ぎて

からでもいいんですけれども、先生が診察を終えて７時でも８時でもわかりませんよ。やっ

ぱりいざというときにどうするかということぐらいは、市が相談をされていたほうが、何も

かんも市民病院に来られても、市民病院も大変困られると思う。動線が分けられる病院と分

けられない病院が、多分物理的にあると思います。もし、分けられることが可能な病院であ

ったらご協力いただくとか。これはまだ感染者がそんなに多くないというか、検査していな
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いから、きょうから保険適用されまして、今後どうなるかわかりません。しかし、そうなっ

たときでも、今の市外の状況や県外の状況も聞きました。たくさんの数がないです。限りが

あります。感染症の専門家も余りいないと思う。でも、一時的にそこで何とか処置をしてあ

げて、早期な対応と重症化しないための対策というのはできる限り地元でやって、それで次

のほうへ渡していくなり、そういう努力も、どこまでぎりぎりかというのをある程度、まだ

ぼやっとしますが詰めていただきたいと思っていますのでよろしくお願いします。どうでし

ょうか、今のことに関して。もう要望になることだけど。 

健康福祉部参与（三宅早苗君）  いざというときのためにというようなことで、市の医療

機関さんのほうと連携をとっていくということはとても重要だと思いますので、今後早目に

対応してまいりたいというふうには考えております。 

委員（三輪順治君）  それから、新型インフルエンザ等対策特別措置法のときに、行動計

画をおつくりになって、行動手順、実践手順をおつくりになっているんであれば、恐らくそ

れが相当有効に今回機能するんじゃないかと思われます。ですから、ゼロから組織をすると

か連携をするんじゃなくて、そういった財産がもうありますから、ぜひそういうものをベー

スに、関係部署それから関係機関、健康福祉部には高齢者施設とかあるいは子供の施設がい

っぱいあります。そういうところの連携なんかを、そういうマニュアルに応じていつでも発

動できるように、リスクはもう目の前に来ていますので、大変厳しいような言い方ですけ

ど、常にそういう危機感を持って、お仕事に当たっていただきたいと思います。 

委員（藤原浩司君）  せんだって市役所のほうで、この新型コロナウイルス感染症のこと

に関して、放課後児童クラブのほうの職員さん、支援員さんや会長さん等々がお集まりにな

って協議をされたということは聞き得ているんですけど、その中で状況的に、市のほうのそ

の扱いというか、施設に対しての言い方というか、この新型コロナウイルス感染症のことに

関してちゃんと把握できていなかったために、放課後児童クラブのほうから暴言が吐かれ

て、とんでもない会議になったようなんですけど。きちっとした対応を云々かんぬんという

よりは、子育て支援課のほうできちっとこういうときには、まず子供のことを一番に思って

やってもらうと。これも全責任は誰がとるんだと、金は誰が払うんだとかという、お金のこ

とばっかりを言われた運営委員会の方が多々おられたそうです。そういうことに関しては、

まず最初に子供のことが一番ですので、そういったことをきちっと会議の中で、やはりお金

をお支払いして運営をされているわけですから、そういう方々がそういう暴言を吐くような

ことのないように、きちっとした指導をしていっていただきたいなと思うんです。 

 話を聞きますと、物すごくレベルが低過ぎて、話にならないという感じでおられた方もい

らっしゃいました。まずは、子供のことが一番なんで。例えば放課後児童クラブを閉めたら
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給料がもらえなくなる。それは誰が出すんだとか、そんなことを会議で言うこと自体がもう

本末転倒だと思うんです。これっていうのは、はっきりと言って各運営委員会の皆さん方に

担当部局のほうが、子供が一番ですというようなことをきちっと教えていらっしゃらない。

また、年間の中には放課後児童クラブの支援員さんの講習とかもあるわけですから、子供を

守るために社会の一員である大人が集まって話をしているわけですから、きちっとした会議

ができるようなことをご指導していっていただきたいと思いますが、この点についてはどの

ように今把握されていますでしょうか。 

子育て支援課長（岡崎祐一君）  新型コロナウイルス感染症に関連した、放課後児童クラ

ブの会合でのご発言についてということでございます。会合のほうを３月４日に開催をいた

しまして、１７クラブのうち欠席のところもありましたが、来ていただいた方に今後の新型

コロナウイルス感染症対策の課題とか、それから現状どれぐらいまでいけるかということを

お尋ねしたいと。それを市の判断材料にしていきたいという趣旨でお集まりをいただきまし

た。そうした中で、今藤原委員さんが言われたような内容のことをお尋ねになる方もいらっ

しゃいまして、そうしたことにも国から示されているものはお伝えしながら、本来の趣旨で

ある課題などの聞き取りをさせていただいたところです。 

 おっしゃいますように、その趣旨といいますか、今の状況というのをよくご理解いただい

て、会合でご発言をいただきたかったんですけど、現実そういうことがあったということが

ありますので、これからもそうしたことというのは、指導員さんを含めてお伝えをして、わ

かっていただけるような対応をとっていきたいなと考えております。 

委員（藤原浩司君）  ぜひともそのようにしてください。大体私が聞きましたところによ

りますと、支援員さんの暴言が多かったということでした。ということは、支援員さんが、

県のほうで扱っていらっしゃる研修とかというものに行かれていないんではないかと、私は

このように思います。県の研修へたびたび行きますと、放課後児童クラブっていうのは、小

学校も幼稚園も中学校も高校も同じですけど、子供を一番に守ることを考えるべきことであ

って、それをきちっと勉強されていないからこそそういう暴言が吐かれた。自分の日当がな

くなる、生活ができなくなる、そういうことは後に考えればいいことであって、井原の放課

後児童クラブなんかは、休まれたときにそのお母さん方を雇ってでも放課後児童クラブを運

営していきますよというようなことを言われたというふうに聞き得ました。もう本当にこれ

はありがたいことだなと、このように思っております。ですから、行政のほうも弱い立場で

はございませんので、そういうことはきっちりと、上からではなくて、もう正面向かって同

じ目の高さできついことは言うべきだと、私はこのように思います。 

 それともう一点。放課後児童クラブに、ちょっと軽い発達障害がある子供さんが療育の施
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設に曜日割りで行かれているんです。その療育の場所に行ったとき、軽い風邪引きでせきを

したということに関してその施設は、新型コロナウイルス感染症のこともありますので、出

入りを一切しないでくださいというふうに、子供さんと親御さんに言われたそうです。とな

りますと、この療育の施設で見ていただけない障害を持たれた子供さんというのは、どこに

行けばいいんでしょうか。放課後児童クラブも療養をされているから、放課後児童クラブは

しっかりと受け取りました、確かに。でも、そういう療育をされる方の施設が一切オミット

だというふうに言われましたので、こういうところがやはり、放課後児童クラブより一つ上

の免許を持たれた方がされている施設でございますので、安全っていう面はありましょうけ

ど、井原市の場合、市長が苦渋の選択をして、それこそ幼稚園も小学校ももう普通の授業に

するよと言われたわけですから、放課後児童クラブもそれに倣ってあけている、療育の施設

もそれに倣ってあけているというのが本来だと思います。これはもうはっきりとこの場で言

わせてもらいますけど、●●●●●●●●●●●でございます。ここにはきっちりとした指

導をしていただきますようによろしくお願いします。そうしないと、せっかく行政のトップ

である市長が苦渋の選択をされたことに関しては逆らっているような形になって、お子さん

も、それからお母さんも働くことができなくなってしまいます。ここはきちっとしたご指導

のほどをよろしくお願いしたいんですが、いかがでしょうか。 

健康福祉部次長（沖津幸弘君）  今お聞きしたことについては、当該事業所によく確認を

いたしまして、適切な指導のほうをしていきたいと思います。 

委員（藤原浩司君）  ぜひともよろしくお願いします。放課後児童クラブに限らず、子供

さんのいらっしゃる施設であるとか学校はあいておりますので、所管の中では学校は別でご

ざいますけど、子供さんのいるところに関して、またお年寄りがいらっしゃることに関して

は、本当にきちっとした対応を施設にしていっていただくように、ご指導のほどよろしくお

願いします。 

委員（惣台己吉君）  私らは家族とか周りの人とかとしか話をしないんですが、まず新型

コロナウイルス感染症といったらどんなもんだろうかというのが、皆さん素朴な疑問があっ

て、そういうことについては、井原市からは何かを通じてこういうもんだということは発表

されていないと思うんですけど、そうでしょうか。 

健康福祉部参与（三宅早苗君）  市のホームページには、国とか県のほうから発出されて

おりますものにリンクしたような形で、その中には新型コロナウイルス感染症についてはど

のようなものであるのかとかというようなことは載っております。ただ、今後４月に市の広

報のほうに新型コロナウイルス感染症についての詳しいことは載せさせていただく予定にな

っております。 
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委員（惣台己吉君）  新型コロナウイルス感染症に関連した言葉で、クラスターとはなん

だろうかということとか、それからこのたびの一番の問題が、まだ薬がないということが大

きいですよね。それともう一つの特徴としては、これにかかった人のうち８割の人は他人に

はうつさないけど、約２割の人がうつすということ。例えば、５人かかられた人がいたとし

て、その５人のうち４人はうつさないんだけれども、１人はうつすということで、何でこの

１人がうつすのかという特徴は、これもまだはっきりわかっていないみたいなんです。それ

と、これは中国の発表なので信用性があるかどうかというのはわからないんですけど、その

うち１人がうつすに当たっても、ＳとＬの２つの種類があって、Ｓは感染力が弱いけど、Ｌ

は物すごく強いということで、こういうようなことがいろいろ不安だろうと思うんですけ

ど、そういうことを市が独自でできればと思うわけですが。 

 ただし、これは不安を募るかもわからないし、新薬もできるかもわからない。日々、刻々

と状況が変わるわけなんですけど、わからないことが多々あるということで市民の皆さんは

そういう不安を持っておられる。そういう意味で、放課後児童クラブなんかでも教育委員会

とかから指導はされているんでしょうけど、これは国が言っていますように、放課後児童ク

ラブでも部屋があれば、ある程度湿度を持ちなさい、空気の入れかえをしなさいとかという

ようなことが具体的に示されているわけですけど、そういう意味でできるかできないかなと

いうことでの意見がちょっとあるということと、お尋ねしたいなと思っています。 

健康福祉部参与（三宅早苗君）  この新型コロナウイルス感染症につきましては、本当に

市民の方がいろいろ不安に思われているということは十分承知いたしております。というこ

とで、やはり市民の方の目に届きやすいような広報等を使いまして、新型コロナウイルス感

染症とはどのようなものであるのかですとか、先ほど申し上げられておりましたけども、小

規模クラスター、これはどういうふうなものであるのか、また、この感染症についてはどう

いうふうに感染していくのかというようなところを詳しく、できる限り出していきたいとい

うふうには考えております。 

委員（惣台己吉君）  ありがとうございます。不安を持たれているのもそうですけど、マ

スコミが言うようなことをとことん追い詰めて完璧を求めても、逆に大変なことになります

ので、そこのところはよろしくお願いします。 

委員（西村慎次郎君）  放課後児童クラブの件と保育園の件で、聞かせてほしいなと思っ

ているんですが。現状は、小学校も開校していますので、どの放課後児童クラブも開所をし

ているんだろうというふうに思っています。今後の状況変化に応じて、多分クラブや保育園

の対応も変わってくるのかなと思うんですが、そのあたり市としての対応方針っていうもの

が示されてくるのか、示されるんであればいつごろなのか、既に決まっていればその内容
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を、放課後児童クラブと保育園についてお聞きしたいと思います。 

子育て支援課長（岡崎祐一君）  現在小学校が開校していて、放課後児童クラブ、それか

ら保育園は通常どおりに運営をしていただいております。今後の状況の変化によってどのよ

うにしていくかということでございますが、現在のところは国からの文書にありますよう

に、原則開所ということで各園、クラブには通知をしておるところでございます。しかしな

がら、状況は刻々と変わってまいると思いますので、現時点では今言ったようなことにして

おりますが、今後の変化によってさらにどうしていくかというのを検討していく時期が来る

こともあると考えております。現時点ではそういうふうに継続して、原則開所ということで

お知らせをしております。 

委員（西村慎次郎君）  ということは、今は検討しないということなのか、検討しながら

そういう状況になったときにはすぐ指示が出せる体制をこれから準備していくんだよという

理解でいいのか。どうでしょう。 

副市長（猪原愼太郎君）  常にそういったことは検討しております。実際岡山県内ですと

か広島県内、要は井原市の近隣で感染者が発生したときには、当面は小学校の休校というも

のを一番に考えないといけないと考えております。その段階で、放課後児童クラブのあり方

についても市としての方針を出したいと思っておりますし、保育園につきましては、今のと

ころ政府のほうからは変わった取り扱いは出ていないと認識をしておりますけれども、感染

者の発生状況が、例えば井原市内で相当数の感染者が発生したということになれば、また話

は別だろうと思います。そういったことも想定しながら、対策本部のほうで検討していると

ころでございます。 

委員（三輪順治君）  もうそういうことで検討されて、いつボタンを押すかだけの段階で

あればいいんですけども、ちょっと気になるのが国の動きで、新型の特措法を改正するとい

うか、適用をして、国民生活がかなり制約的な状態になる可能性もある、いわゆる緊急事態

です。そういったこともあるので、もう本当にあらゆることを想定して、取り組みのほうを

よろしくお願いしたいと思っています。過去に経験がないようなことがあるかもわかりませ

んので、自分の命は自分で守ればいいんですが、行政として、関係機関としてできることを

やっていただきますようにお願いします。先ほど副市長の表明がありましたので、期待をし

ておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 最後に一つ。感染症に対してきょう聞いておりますので、インフルエンザの発生状況をち

ょっと教えていただけますか。これも立派な感染症です。 

健康福祉部参与（三宅早苗君）  インフルエンザにつきましてですけれども、３月４日ま

での患者数ということで、井原医師会さんのほうがずっとまとめておられますので、そちら
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のほうからの資料で、この令和元年度につきましては、１，８８０名が今のところ市内の患

者発生というようなことでございます。過去５年間の状況を見てみますと、大体毎年平均が

２，８１６名ぐらいの方がインフルエンザになっていらっしゃるということですので、同時

期で考えますと約６６％の患者数というようなことで、４割の方が手洗いですとかせきエチ

ケットとかによって抑えられているのではないかというふうに考えております。 

委員（大滝文則君）  ちょっと難しい話がたくさん出るので、簡単な話をお聞きをする

と、この委員会に属する市が関係する催し等の対応ですが、自粛期間というのはいつごろま

でを、現時点では想定されているところでしょうか。 

副市長（猪原愼太郎君）  今ホームページでいろいろ周知をしているところでございます

けれども、まず公共施設の休館とかにつきましては、当面は１５日までということを想定し

ております。その時期が来れば、また延長するのかどうなのかという判断はしたいと思って

おります。それから、イベントですけれども、これにつきましては基本的には担当課の判断

になりますけれども、イベントの大きさにもよります。例えば産業まつりという大きなイベ

ントがありまして、これ実は昨日中止の決定をしたところでございますけれども、このよう

に比較的早目に決断をしないと、お金が発生してしまうものなど、イベントも大小いろいろ

あると思いますので、そのケース・バイ・ケースで担当課で判断したいと思っております

が、当面３月中のイベントについては市としての方針を示して、ホームページへ掲載をして

いるというのが現状でございます。 

委員（大滝文則君）  僕もざっくり見たんですけども、基本的には中止という理解でよろ

しいですか。 

副市長（猪原愼太郎君）  例えば市の行事につきましては、全て中止というものではあり

ません。あくまでも不特定多数の方がいらっしゃるですとか、高齢者の方、妊婦の方、要す

るにリスクが高い方が一堂に会するようなイベントについてはもう中止ということにしてお

りますが、全てのイベントを中止にしているという状況までには至ってはおりません。市以

外の民間のところがされるイベントにつきましては、市からの情報発信によって、そのイベ

ントの担当をされる団体に判断は委ねているというところが現実でございます。 

委員（三輪順治君）  対策本部の担当課、事務局はどこでしょうか。 

副市長（猪原愼太郎君）  現在市で行っていることは、主には情報提供ということを行っ

ておりますので、現時点の対策本部の事務局は秘書広報課でございます。ただ、今後市内に

感染者が発生するとかといった状況になってきますと、事務局というのは複数にまたがる可

能性もありますし、変わるということは考えられると思いますが、現在は秘書広報課でござ

います。 
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委員（惣台己吉君）  いま一度確認します。公共施設の使用は不可であるというようなこ

とはずっと連絡をいただいております。それから、先ほど民間とかいろいろな人が集まる場

所とかと言われたわけですが、これはクラスターの連鎖感染の起こしやすい場所に関して

は、これはもうそういう催し物はしないでくださいという考え方ですよね。これは今、国も

そうですし、大阪市なんかもそうですが、歌を歌う場所に集まることとかはやめてくれとい

うことで、そこは閉鎖はしましたけどほかのところには強制力ないですから、もう今までど

おりなるべくしないでくださいというような方法しかないわけですよね。 

副市長（猪原愼太郎君）  惣台委員さんおっしゃられるとおり、今の状況下であればそこ

まで外部の、例えば事業所ですとか団体に対しての強制力はないものと思っております。 

〈なし〉 

委員長（簀戸利昭君）  本件については終わります。 

 ここで執行部の方にはご退席をお願いしたいと思いますが、何かございましたらお願いを

いたします。 

副市長（猪原愼太郎君）  終わりに当たりまして一言ごあいさつを申し上げます。 

 本日は、皆様方におかれましては、慎重にご審議をいただきましてまことにありがとうご

ざいました。また、さまざまな角度から活発な議論をいただいたことと思っております。こ

の委員会でいただきましたさまざまなご意見、ご要望につきましては、今後の市政に反映を

していきたいと思っております。本日はまことにありがとうございました。 

委員長（簀戸利昭君）  執行部の皆さんには大変ご苦労さまでした。 

〈執行部退席〉 

委員長（簀戸利昭君）  引き続き、所管事務調査事項の新型コロナウイルス等感染症対策

についてを協議いたします。 

 この所管事務調査事項の今後の進め方について、委員の皆様にご協議いただきたいと思い

ます。継続していくか、どうなのか。 

委員（藤原浩司君）  全国的にすごい数なんですけど、たちまちこの中国地方では岡山県

と、それから山陰地方では出ていないんで、その都度執行部からの情報をいただかないと、

我々も動きがとれないと思うんです。その中でいろいろな、先ほど僕が言ったような不測の

事態が発生したときには困りますので、とりあえず今はこの新型コロナウイルス等感染症対
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策についての所管事務調査に関しては、とりあえずもうきょうで終わりのほうが私はいいん

ではないかと思うんです。不測の事態が発生したときには、それはそのときにまた皆さんで

協議をしたほうがいいんではないかと思います。 

委員長（簀戸利昭君）  今回限りでよろしいでしょうか。状況が変わって、また所管事務

調査事項とするか、また、逆に言えば継続にしておけばいつでも集まれるということもござ

いますが、いかがでしょうか。 

委員（三輪順治君）  継続にしなくても、国の動きが物すごく日に日に変わっていまし

て、恐らく今藤原委員がおっしゃったように、何らかのいろんな事態が想定されます。です

から、委員会は閉会中でも委員長の指示があればできますので、今回は今回で一応終わらせ

ておいて、国の動きに合わせて、状況に応じてまた適宜開いていただければというふうに思

っています。 

議会事務局次長（藤原靖和君）  今回所管事務調査事項として定例会の開会日にこの提案

を入れていただいたと思うんですが、今の市議会での取り組みの中では、基本的には各議員

さんが個人でできるのは、開会日の２日前の５時までというのが決められています。中日の

委員会でするというものについては、今回開会日に出された案件または本日の緊急とか不測

の事態が生じた場合の所管事務調査事項については協議をしましょうということになるので

すが、今回委員長が、今後閉会中にこの案件について継続して審査するかしないかというこ

とを促しているわけなんです。そういう意味で、ここでもう今回終了ということになれば、

今後新型コロナウイルス感染症の状況がどうなるかわからないんですけど、例えば不測の事

態が生じた場合、市民福祉委員会としてこの所管事務調査はできないということになりま

す。 

委員（三輪順治君）  新型コロナウイルス感染症に対してはもうできないんですか。 

議会事務局次長（藤原靖和君）  市民福祉委員会としての所管事務調査はできないという

ことになります。 

〈休憩中、委員間討議〉 

委員（三輪順治君）  先ほどの発言の中で、今回限りでこの所管事務調査事項については

終わるということで賛成いたしましたが、この新型コロナウイルス感染症等をめぐっては、

状況的にいろんな意味で大きな変化が予想されておりますので、ここは継続審査として、こ

の委員会として取り扱っていただきたい、このように考えております。 

委員（藤原浩司君）  私はもう最初の意見から曲げません。というのも、この委員会で何
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を話をしても何もできないんですよ。あとはもう執行部の扱いと病院の扱いなんで、例えば

このことに関して執行部をまた呼んで集まっていただいてということになれば、はっきり言

って邪魔になるんですよ。緊急の場合に、このことで寄ってもらって、執行部から話を聞い

て云々かんぬんという邪魔をするよりは、もう今の段階で言ったわけですから、その都度情

報をいただけばいいわけであって、それに対しての対応はどうであるのかとかということを

聞けばいいわけであって、それを継続審査でずっとやって、例えば緊急で新型コロナウイル

ス感染症対策本部をつくった、そういった中で我々が執行部を呼んで話をするということに

もいかないと思うんです。 

 だから、この件も今回で終わると言ったから取り上げたことであって、継続審査でするん

だったら、私はもうはなから取り上げてないですから。だって、この新型コロナウイルス感

染症に関しては、我々が幾ら頑張っても何もできないんですから。ただ自分で自分の命を守

るだけですから。自分でマスクをしたり消毒をしたりとかするしかないのに、それを所管事

務調査で例えばずっと続けるんだったら、最初からそのように発言者も言えばいいし、ここ

で閉じる、これでもう終わりだということを僕は聞いたから賛成したわけであって、それを

取り上げるんだったら、もうはなから僕は賛成してないですから、この件は。だから、僕は

もう継続審査をする必要はないと思います。 

〈休憩中、委員間討議〉 

委員長（簀戸利昭君）  いろいろご意見が出ましたが、できれば継続して、何か動きがあ

ったときに集まれる体制をとっておきたいと思いますが、皆さんいかがでしょうか。 

〈異議なし〉 

委員長（簀戸利昭君）  以上で特にこちらからはございません。委員の皆さんから何かご

意見がありましたらお願いいたします。 

〈なし〉 

委員長（簀戸利昭君）  それでは、市民福祉委員会閉会に当たり、議長、何かございまし

たらお願いいたします。 
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〈議長あいさつ〉 

委員長（簀戸利昭君）  以上で市民福祉委員会を閉会いたします。 


